
(57)【要約】

【課題】多数の被看護者を対象にする時に、容体の急変

した被看護者を抽出でき、その様子を見ながら看護者が

適切に処置をできることを目的とする。

【解決手段】各被看護者に対してカメラ４ａ～４ｄを備

え、そのカメラ出力信号は映像処理装置３を介して、モ

ニタ６に入力される。各被看護者は、脈拍、体温等の生

体情報を測定できるセンサ１ａ～１ｄを装着し、その生

体情報は制御装置２が受信しており、被看護者に異常が

ないかどうか判断する。ある被看護者に異常が発生した

場合には、制御装置２の指示信号により、映像処理装置

３はその被看護者のカメラ信号のみをモニタ６に出力す

ると同時に、警告を発生し看護者に注意を促す。また、

その指示信号に連動して記録装置５は、異常発生より一

定時間前までのその被看護者の映像を記録する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 看 護 者 の 人 体 に 装 着 し 脈 拍 、 体 温 等 の 生 体 情 報 を 測 定 す る セ ン サ と 、
前 記 セ ン サ の 出 力 情 報 を 受 信 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 被 看 護 者 を 撮 影 す る カ メ ラ と 、
前 記 カ メ ラ の 出 力 映 像 信 号 を 入 力 と す る 映 像 処 理 手 段 と 、
前 記 映 像 処 理 手 段 の 出 力 映 像 信 号 を 映 す モ ニ タ と を 備 え 、
前 記 制 御 手 段 は 前 記 セ ン サ か ら の 生 体 情 報 の 正 常 、 異 常 を 判 定 し 、
異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 カ メ ラ の 映 像 を モ ニ タ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 監 視 カ メ
ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の 被 看 護 者 の 人 体 に 装 着 し 脈 拍 、 体 温 等 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 複 数 の セ ン サ と 、
前 記 各 セ ン サ の 出 力 情 報 を 受 信 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 各 被 看 護 者 を 撮 影 す る 複 数 の カ メ ラ と 、
前 記 各 カ メ ラ の 出 力 映 像 信 号 を 入 力 と す る 映 像 処 理 手 段 と 、
前 記 映 像 処 理 手 段 の 出 力 映 像 信 号 を 映 す モ ニ タ と を 備 え 、
前 記 制 御 手 段 は 前 記 セ ン サ か ら の 生 体 情 報 の 正 常 、 異 常 を 判 定 し 、
異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 そ の 異 常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装 着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す
る 前 記 カ メ ラ の 映 像 を 選 択 し て モ ニ タ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ へ 映 像 を 供 給 し な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ お よ び 請 求 項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ に 前 記 複 数 の カ メ ラ 映 像 を 分 割 し て 表
示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ に 前 記 複 数 の カ メ ラ 映 像 を 所 定 の 時 間
間 隔 で 時 分 割 で 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
夜 間 に お い て 前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 そ の 異 常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装
着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す る 前 記 カ メ ラ の 感 度 を 上 げ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ お よ
び ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 映 像 処 理 手 段 に 接 続 す る 記 録 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ お よ び ２ 記 載 の
監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 記 録 手 段 は 判 定 し た 時 刻 か ら 一 定 時 間 前 ま で
の 信 号 を 除 い て 消 去 し 、
前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 そ の 異 常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装 着 し て い る 被
看 護 者 を 撮 影 す る 前 記 カ メ ラ の 映 像 信 号 を 消 去 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 監
視 カ メ ラ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 記 録 手 段 の 映 像 信 号 を 前 記 モ ニ タ に 出 力 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 病 室 な ど を 監 視 し て 、 被 看 護 者 の 異 常 状 態 の 発 生 を 迅 速 に 検 知 し て 報 知 す
る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 病 院 等 に お け る 入 院 患 者 の 緊 急 監 視 は 、 急 な 状 況 変 化 に 対 し て 、 そ の 患 者
本 人 が ナ ー ス コ ー ル の ボ タ ン を 押 す こ と で 、 ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 内 に 緊 急 事 態 を 報 知 さ れ
、 主 に イ ン タ ー ホ ン に よ り 、 音 声 に よ り 状 況 把 握 し て 、 被 看 護 者 に 対 し て 適 切 な 処 置 が 行
わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ボ タ ン 操 作 を 必 要 と し な い 、 緊 急 通 報 シ ス テ ム の 一 つ の 方 法 と し て 、 例 え ば 特 許 文
献 １ に 開 示 さ れ て い る も の が あ る 。 こ の 従 来 の 監 視 シ ス テ ム で は 、 被 検 者 の 人 体 に 装 着 可
能 な ラ イ フ セ ン サ と 、 構 内 に 設 置 さ れ る ラ イ フ コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え 、 上 記 の ラ イ フ セ ン
サ は 、 人 体 の 脈 拍 、 動 き 、 音 、 体 温 等 の 生 体 情 報 （ 人 体 か ら 得 ら れ る 情 報 ） を 測 定 す る セ
ン サ と 、 こ の セ ン サ か ら の 情 報 を ラ イ フ コ ン ト ロ ー ラ に 送 る 送 信 手 段 と を 備 え た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の ラ イ フ コ ン ト ロ ー ラ は 、 ラ イ フ セ ン サ か ら の 情 報 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
こ の 情 報 に 基 づ き 介 護 者 に 通 報 す る 通 報 手 段 と を 備 え 、 上 記 ラ イ フ セ ン サ と 上 記 ラ イ フ コ
ン ト ロ ー ラ と の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に 、 生 体 情 報 の 正 常 、 異 常 を 判 断 す る 判 定 手 段 を 有
し 、 異 常 状 態 と 判 定 さ れ た 際 に 通 報 手 段 が 介 護 者 に 通 報 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ の 監 視 通 報 シ ス テ ム に お い て 、 監 視 セ ン タ ー は 通 報 を 受 け た 際 、 被 検 者 に 呼 び
返 す た め の 通 信 手 段 を 有 し 、 こ の 通 信 手 段 が ラ イ フ コ ン ト ロ ー ラ の 設 け ら れ た 構 内 に 設 置
さ れ た カ メ ラ か ら の 映 像 情 報 を 受 信 で き る も の で あ り 、 且 つ 、 ラ イ フ セ ン サ 或 い は カ メ ラ
に 設 け ら れ た マ イ ク 及 び ス ピ ー カ に よ っ て 音 声 情 報 を 送 受 信 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 被 検 者 自 身 が ボ タ ン 等 を 操 作 を 行 わ な く と も 、 自 動 的 に 被 検 者 の 健 康 状
態 を 監 視 し て 適 切 な 救 護 措 置 を 取 る こ と が で き る よ う に な っ た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ４ ９ 号 公 報 （ 第 ３ － ５ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 上 記 の よ う な 技 術 に お い て は 、 特 に 多 数 の 被 看 護 者 を 対 象 に す る 時 に 、 そ
の 操 作 が 煩 雑 で あ り 対 処 し に く い 。 ま た 、 異 常 状 態 に な っ た 以 前 の 状 態 が 不 明 の た め 、 判
断 の 参 考 に す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 特 に 多 数 の 被 看 護 者 を 対 象 に す る 時 に
、 容 体 の 急 変 し た 被 看 護 者 を 抽 出 で き 、 そ の 様 子 を 見 な が ら 看 護 者 が 適 切 に 処 置 を で き る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 被 看 護 者 の 人 体 に 装 着 し 脈 拍 、 体 温 等 の 生 体 情 報 を
測 定 す る セ ン サ と 、 前 記 セ ン サ の 出 力 情 報 を 受 信 す る 制 御 手 段 と 、 被 看 護 者 を 撮 影 す る カ
メ ラ と 、 前 記 カ メ ラ の 出 力 映 像 信 号 を 入 力 と す る 映 像 処 理 手 段 と 、 前 記 映 像 処 理 手 段 の 出
力 映 像 信 号 を 映 す モ ニ タ と を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 前 記 セ ン サ か ら の 生 体 情 報 の 正 常 、 異
常 を 判 定 し 、 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 カ メ ラ の 映 像 を モ ニ タ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と
す る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 被 看 護 者 の 人 体 に 装 着 し 脈 拍 、 体 温 等 の 生 体 情 報 を 測
定 す る 複 数 の セ ン サ と 、 前 記 各 セ ン サ の 出 力 情 報 を 受 信 す る 制 御 手 段 と 、 各 被 看 護 者 を 撮
影 す る 複 数 の カ メ ラ と 、 前 記 各 カ メ ラ の 出 力 映 像 信 号 を 入 力 と す る 映 像 処 理 手 段 と 、 前 記
映 像 処 理 手 段 の 出 力 映 像 信 号 を 映 す モ ニ タ を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 前 記 セ ン サ か ら の 生 体
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情 報 の 正 常 、 異 常 を 判 定 し 、 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 そ の 異 常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装
着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す る 前 記 カ メ ラ の 映 像 を 選 択 し て モ ニ タ に 出 力 す る こ と を 特 徴
と す る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ へ 映 像 を
供 給 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ に 前 記 複
数 の カ メ ラ 映 像 を 分 割 し て 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 モ ニ タ に 前 記 複
数 の カ メ ラ 映 像 を 所 定 の 時 間 間 隔 で 時 分 割 で 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求
項 ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 夜 間 に お い て 前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 そ の 異
常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装 着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す る 前 記 カ メ ラ の 感 度 を 上 げ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ お よ び ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 映 像 処 理 手 段 に 接 続 す る 記 録 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ お よ び ２ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 記 録 手 段 は 判 定
し た 時 刻 か ら 一 定 時 間 前 ま で の 信 号 を 除 い て 消 去 し 、 前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に
は 、 そ の 異 常 と 判 定 し た 前 記 セ ン サ を 装 着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す る 前 記 カ メ ラ の 映 像
信 号 を 消 去 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 前 記 記 録 手 段 の 映 像
信 号 を 前 記 モ ニ タ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 特 に 多 数 の 被 看 護 者 を 対 象 に す る 時 に 、 容 体 の 急 変 し た
被 看 護 者 を 抽 出 で き 、 そ の 様 子 を 見 な が ら 看 護 者 が 適 切 に 処 置 を で き る と い う 優 れ た 効 果
が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 こ の シ ス テ ム で は 、 た と え ば ４ 人 の 被 看 護 者 を 対 象 と し 、 各 被 看 護 者 が そ れ ぞ れ 装 着
す る セ ン サ １ ａ ， １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ と 、 そ の デ ー タ を 受 信 す る 制 御 装 置 ２ と を 備 え て い る
。 ま た 、 各 被 看 護 者 を 撮 影 す る カ メ ラ ４ ａ ， ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ と 、 映 像 処 理 装 置 ３ と 、 記
録 装 置 ５ と 、 モ ニ タ ６ を 備 え て い る 。 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 の 形 態 １ に よ る 監 視 カ
メ ラ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 、 以 下 に 図 １ を 適 宜 参 照 し 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム で は 、 被 看 護 者 で あ る 例 え ば 入 院 患 者 が そ れ ぞ れ セ ン サ １ ａ ，
１ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ を 装 着 し て お り 、 脈 拍 、 体 温 と い っ た 生 体 情 報 を 感 知 し 、 そ の 情 報 を 制
御 装 置 ２ へ と 送 信 す る 。 制 御 装 置 ２ で は 、 各 セ ン サ か ら の 生 体 情 報 を 受 信 し 、 あ ら か じ め
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登 録 さ れ た 正 常 範 囲 の 数 値 と 比 較 し 、 各 被 看 護 者 に 異 常 が な い か ど う か を 逐 次 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 各 被 看 護 者 毎 に 、 カ メ ラ ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ を 設 置 し 、 そ の 撮 影 し た 映 像 信
号 は 映 像 処 理 装 置 ３ へ と 接 続 さ れ 、 記 録 装 置 ５ と モ ニ タ ６ へ と 映 像 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 通 常 時 に は 、 つ ま り 制 御 装 置 ２ が 正 常 と 判 定 し た 際 に は 例 え ば ４ 分 割 し た 画 面 に ４ つ の
カ メ ラ 映 像 が 映 し 出 さ れ る も の と す る 。 あ る い は 、 モ ニ タ ６ へ 映 像 を 供 給 し な い 、 ま た は
モ ニ タ ６ に 複 数 の カ メ ラ ４ ａ ～ ４ ｄ の 映 像 を 所 定 の 時 間 間 隔 で 時 分 割 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 あ る 被 看 護 者 Ａ に 急 変 が 発 生 し た 場 合 を 以 下 に 説 明 す る 。 こ の と き 、 被 看 護 者
Ａ が 装 着 し て い る セ ン サ １ ａ に よ り 、 脈 拍 、 体 温 と い っ た 生 体 情 報 を 感 知 し て い る が 、 そ
の 数 値 が 設 定 し て い た 範 囲 を 越 え て い る と き 、 被 看 護 者 Ａ に 異 常 が 発 生 し た も の と 判 断 す
る 。 そ し て 、 制 御 装 置 ２ は 映 像 処 理 装 置 ３ に 対 し て 、 被 看 護 者 Ａ に 異 常 が 発 生 し た こ と を
知 ら せ る 制 御 信 号 を 発 生 す る 。 こ の 制 御 信 号 を 受 け て 、 映 像 処 理 装 置 ３ は 、 異 常 の 発 生 し
た 被 看 護 者 Ａ を 撮 影 し て い る カ メ ラ ４ ａ の 映 像 信 号 を 選 択 し 、 モ ニ タ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 そ の 異 常 と 判 定 し た セ ン サ １ ａ を 装 着 し て い る 被 看 護 者 を 撮 影 す る カ メ ラ ４
ａ の 感 度 を 上 げ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 映 像 処 理 装 置 ３ に は 記 録 装 置 ５ が 接 続 さ れ て い る が 、 こ れ は 例 え ば ハ ー ド ・ デ ィ
ス ク 等 か ら 構 成 さ れ て お り 、 常 に 各 カ メ ラ の 映 像 が 現 在 の 状 態 よ り 直 前 の 一 定 時 間 の 間 の
信 号 が 記 録 さ れ て い る も の と す る 。 例 え ば 常 に 各 カ メ ラ 毎 に 直 前 ５ 分 間 の 映 像 信 号 が 記 録
さ れ 、 ５ 分 前 以 前 の 信 号 は 消 去 さ れ る 。 た だ し 、 被 看 護 者 に 異 常 が 発 生 し た と き に は 、 そ
の 時 点 で 記 録 さ れ て い た そ の 被 看 護 者 の 映 像 は 消 去 さ れ ず に 、 保 護 さ れ る と 共 に 、 そ の 後
の 信 号 も 記 録 さ れ 続 け る 。 そ し て 制 御 装 置 ２ が 異 常 と 判 定 し た 際 に は 、 記 録 装 置 ５ の 映 像
信 号 を モ ニ タ ６ に 出 力 す る か 、 ま た は 、 看 護 者 の 要 請 に 従 っ て 、 異 常 の 起 き る 前 の 映 像 も
再 生 し 、 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は ４ 人 の 被 看 護 者 の 場 合 と し た が 、 被 看 護 者 の 人 数 は ４ 人 に 限 定 す
る も の で は な く 、 モ ニ タ も １ 台 と 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 と こ ろ で 、 カ メ ラ に よ る 常 時 監 視 と い う 行 為 が 、 被 看 護 者 に と っ て プ ラ イ バ シ ー の 点 で
異 議 が あ る 場 合 も あ る の で 、 モ ニ タ の 映 像 を 通 常 時 に は 無 画 面 と し 、 異 常 の 発 生 し た 時 の
み 被 看 護 者 を 映 す と い う 処 理 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 病 院 等 で の 看 護 士 に よ る 入 院 患 者 の 監 視 に お い て は 、 当 然 夜 間 の 消 灯 時 に お け る
監 視 も あ る が 、 当 然 患 者 は 睡 眠 中 で あ る の で 、 明 る く す る こ と は で き な い 。 そ こ で 、 夜 間
に は カ メ ラ を 高 感 度 モ ー ド に し て 撮 影 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 高 感 度 モ ー ド に す る 方 法 と し て は 、 単 純 に 信 号 の ゲ イ ン を 大 き く す る と ノ イ ズ も 増 え て
し ま う の で 、 例 え ば 露 光 時 間 を 通 常 よ り 長 く と っ て 信 号 電 荷 を 増 や す 方 法 が あ る 。 ま た 、
Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） な ど の 撮 像 素 子 に お い て 、 画 素
を 互 い に 加 算 し て 信 号 電 荷 を 増 や す 方 法 も あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に か か る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム は 、 被 看 護 者 を 監 視 し て 異 常 の 起 こ っ た 際 に 自 動 的
に そ の 被 看 護 者 の 映 像 を モ ニ タ に 映 し 出 し て 看 護 者 に 警 告 す る と い う 特 徴 を 有 し 、 多 数 の
入 院 患 者 を 監 視 す る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 カ メ ラ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 　 セ ン サ
　 ２ 　 制 御 装 置
　 ３ 　 映 像 処 理 装 置
　 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ 　 カ メ ラ
　 ５ 　 記 録 装 置
　 ６ 　 モ ニ タ
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